
JP 2015-534458 A5 2016.2.18

10

20
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月25日(2015.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再充電可能な一次デバイスおよび二次デバイスを含むポータブル電子喫煙システムであ
って、前記二次デバイスは、従来のたばこと同様のサイズの電気加熱タバコデバイスであ
り、前記二次デバイスは、エアロゾル形成基体を加熱するように構成されたヒータを含み
、前記一次デバイスは、従来のたばこパックと同様の形状およびサイズを有するハウジン
グを含み、前記二次デバイスは、再充電サイクルの間、前記一次デバイスの前記ハウジン
グ内に収容されるように構成され、前記一次デバイスは、第１の酸化リチウムコバルト電
池を有し、前記二次デバイスは、第２のリン酸鉄リチウム電池またはチタン酸リチウム電
池を有し、前記第１の電池の容量は、前記第２の電池の容量の５倍から４０倍の間であり
、前記一次デバイスおよび前記二次デバイスは、２Ｃから１６Ｃの間のレートで前記第１
の電池から前記第２の電池を再充電するように構成され、前記一次デバイスは、
　前記第２の電池に接続するための出力端子の対と、
　ＤＣ電源と、
　充電電圧を制御するために前記ＤＣ電源と前記出力端子との間に接続された電圧調整器
と、
　前記電圧調整器および前記出力端子に結合されたマイクロプロセッサとを含み、前記充
電デバイスおよび二次電池は、互いに結合され、充電回路を形成するように構成され、前
記マイクロプロセッサは、
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　第１の充電電圧を供給するために前記電圧調整器を制御し、
　前記第１の充電電圧が所定の電圧レベルに達した後に、
　前記第１の充電電圧と、前記第１の充電電圧よりも低い第２の充電電圧とにおける前記
充電回路中の電流を測定することによって前記充電回路の内部抵抗を特定し、
　前記特定された内部抵抗および前記第２の電池の特性に基づいて、前記電圧調整器によ
って供給される前記第１の充電電圧を最大充電電圧に制限する
ように構成される、ポータブル電子喫煙システム。
【請求項２】
　前記マイクロプロセッサは、
　前記特定された内部抵抗および前記第２の電池の特性に基づいて最大充電電圧を計算し
、
　前記第１の充電電圧が前記最大充電電圧に達するまで所定の充電電流を維持するために
前記第１の充電電圧を調整し、その後、前記最大充電電圧のレベルまたはそれ未満のレベ
ルに前記第１の充電電圧を調整し、その後、定期的にまたは継続的に前記最大充電電圧を
再計算し、前記再計算された最大充電電圧のレベルまたはそれ未満のレベルに前記充電電
圧を維持するように前記充電電圧を調整する
ように構成される、請求項１に記載のポータブル電子喫煙システム。
【請求項３】
　前記マイクロプロセッサは、前記第１の充電電圧から電圧を所定の電圧差だけ低減させ
ることによって前記第２の充電電圧を特定するように構成される、請求項１または２に記
載のポータブル電子喫煙システム。
【請求項４】
　前記マイクロプロセッサは、前記内部抵抗を定期的に再計算するように構成される、請
求項１から３までのいずれか１項に記載のポータブル電子喫煙システム。
【請求項５】
　前記第２の電池は、１０ｍｍの直径および３７ｍｍの長さを有する、請求項１から４ま
でのいずれか１項に記載の電子喫煙システム。
【請求項６】
　従来のたばこパックと同様の形状およびサイズを有するハウジングを含み、エアロゾル
形成基体を加熱するように構成されたヒータを含む、一次デバイス中の第１の電池から従
来のたばこと同様のサイズの二次電気加熱タバコデバイス中の第２の電池を充電する方法
であって、前記一次デバイスおよび前記二次デバイスは、ポータブル電子喫煙システムを
形成し、前記一次デバイスは、第１の酸化リチウムコバルト電池を有し、前記二次デバイ
スは、第２のリン酸鉄リチウム電池またはチタン酸リチウム電池を有し、前記第１の電池
の容量は、前記第２の電池の容量の５倍から４０倍の間であり、前記一次デバイスおよび
前記二次デバイスは、２Ｃから１６Ｃの間のレートで前記第１の電池から前記第２の電池
を再充電するように構成され、前記方法は、
　充電回路を形成するために調整可能な電圧源を有する充電デバイスに前記二次電池を接
続するステップと、
　前記二次電池に所定の充電電流を提供するために前記電圧源によって供給される第１の
電圧を制御するステップと、
　前記第１の充電電圧と、前記第１の充電電圧よりも低い第２の充電電圧とにおける前記
充電回路中の電流を測定することによって、前記充電回路の内部抵抗を特定するステップ
と、
　前記特定された内部抵抗および前記二次電池の特性に基づいて最大充電電圧を計算する
ステップと、
　前記第１の充電電圧が前記最大電圧レベルに達するまで所定の充電電流を維持するため
に前記第１の充電電圧を調整し、その後、前記最大充電電圧のレベルまたはそれ未満のレ
ベルに前記第１の充電電圧を維持するために前記第１の充電電圧を調整するステップと
を含み、
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　前記内部抵抗を特定する前記ステップ、および前記最大充電電圧を計算する前記ステッ
プは、前記第１の充電電圧が所定の電圧レベルに達した後だけ実行される方法。
【請求項７】
　前記第２の電圧は、前記第１の充電電圧から所定の電圧差を有する、請求項６に記載の
方法。
【請求項８】
　前記最大電圧を計算する前記ステップ、および前記最大充電電圧のレベルまたはそれ未
満のレベルに前記第１の充電電圧を維持するために前記第１の充電電圧を調整する前記ス
テップは、単一の充電サイクルの間複数回実行される、請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　前記最大電圧を計算する前記ステップ、および前記最大充電電圧のレベルまたはそれ未
満のレベルに前記第１の充電電圧を維持するために前記第１の充電電圧を調整する前記ス
テップは、単一の充電サイクルの間、前記第１の充電電圧が最初に前記最大充電電圧に達
した後継続的に実行される、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記内部抵抗を特定する前記ステップは、定期的に実行される、請求項６から９までの
いずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　単一の喫煙セッションの後、前記第２の電池を再充電するために前記二次デバイスを前
記一次デバイスに戻すステップをさらに含む、請求項６から１０までのいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記単一の喫煙セッションは７分続く、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　６分未満の間、前記第２の電池を再充電するステップをさらに含む、請求項６から１２
までのいずれか１項に記載の方法。


	header
	written-amendment

